はじめに by 千葉大学真菌医学研究センター
lS S ND 91 4-8 2 2 1
A N N U A L R E P O
RESEARCHCENTER FOR PA
AN
OF
GENICFUNGI
ES
千 葉 大 学
薫菌医学研究センタ ー 報告
吹はじめに
病原真菌研究部門 真菌感染分野
病原寅薗研究部門 系統 ･ 化学分野
病原真菌研究部門 生態分野
分子機能研究部門 機能形態分野
分子機能研究部門 高分子清性分野
分子機能研究部門 活性応答分野
病原真菌 ･ 放線菌管理室 (微生物保存事業報告)
Re vie w a rticle s
1. R L G S法
2. Us e a nd effe cts of optical brighteners in fllrlgl
3. Cu r r e nt ta x o n o my a nd ide ntific atio n of Aspe rgillu s
s e ctio n Fla ul
4. Sapr olegn la 8is a de v a stating
･ fu ngal dis e a s e of
saln o nida nd fr ee;hw ate rfish spe cie s
5. Eo st in de x of pla nt dis e a s e sin the P hilipp n e s
Cu r r e nt state s
8
12
21
27
85
36
41
55
63
66
71
6. Pr e s e n c e of ino rga nic poly pho sphate in m u c o r ale n･fu ngl-･･･- -ll 75
外国人研究員 の プ ロ フ ィ ー ル
平成11年度 共同利用研究報告
平成11年度 研究会報告
千葉大学美園医学研究セ ンタ ー 講習会 ( 第14回)
幕藩会 (第62回 - 第69回)
夷菌医学研究セ ンタ ー 研究発表会 (第1回 - 第2回)
80
82
103
104
105
106
は じ め に
セ ンタ ー 長 と して の 平成 12(2000) 年は, 真菌資源開発分野新設の概算要求に明け暮れま した. 今後 の参
考の ため に, 記憶 の 新たなうちにそ の 経緯の概略を述 べ て みます. こ の概算要求を着想 した最大の動機は, 当
セ ン タ ー に 保存され て い る病原真菌と放線菌, 合わ せ て約6,200株 (1998年版I FM List) を遭伝子資源として
研究 . 開発 し, 更な る収集と保存に受任を持 つ分野を作り, 当セ ン タ - の真菌感鞄症対策に関する研究強化と
病原真菌 ･ 放線菌遺伝子資源保存を恒久的事業とするこ と にありました,
当セ ン タ - の微生物保存は, 昭和27(1952) 年に腐敗研究所に抗生物質研究部が新設された時期に先行して,
収集保存された放線菌を主とする細菌に 端を発 します. 昭和42(1967) 年に改定され た有寄其菌研究部の母体
をな っ た研究者が1960年代前半か ら マ イ コ トキ シ ン生産菌を収集, 宮治 誠教授が大学院生として1964年から
病原酵母カ ン ジ ダの研究を始めて から臨床分離の真蘭が年を追 っ て蓄積され, 国際共同研究が盛ん になる に伴
い海外産の病原兵菌と関連菌が増加 し半分以上を占める ようになりました一 系統的 にIF M番号を付けて 凍結
乾免 L - 乾無などの低温保存が行われたの は1966年から記韓が残されて います. 1998年の補正予昇で B 棟が
改修され病原真菌 ･ 放線菌管理室が99年3月に完成 保存菌株の 集中管理が可絶となりま した. 当然 の事な が
ら, 菌株はす べ て研究活動の結果と して蓄積されたもの で あり, 真菌 ･ 放線菌を有用あるい は有青物資の生産
源と して の研究は昭和20年代か ら今日まで連綿と受け継がれて います.
そもそも, 微生物を含めて 生物資源の重要性 札 1992年 の国連環境開発全集におい ｢生物の多様性 に関する
条約+ が作成されて以兎 広く認識されようになりま した. 本条約ほ生物の 生息域内保全と原産国の権利保襲
を目的と して おり, 研究や開発にあたる関係者 にと っ て は自国産以外の生物 一 徹生物の取り扱い に新たな制限
が生 じたことを意味します. 微生物は バ イ オ テク ノ ロ ジ ー の重要な部分を占めますし, 病原微生物もまた感染
症研究と医薬の 開発研究になくて はな らぬ 資材で す.
生物多様性条約に 反応 して , 開発途上国は微生物に 関し て も保護主義的政策をとり, ヨ ー ロ ッ パ で は
C A B R I計画 (Co m m o nAccess to Biotechn ological Resotlr C8昌.a rid lnfor m atio n) が1994年から実施され ,
E U内の微生物遺伝子資源の強化 統合化が はか られま した. ア メ リ カ は本条約を未だに締結して いませんが,
Am eric an Ty pe Clltu r eColle ction (A T C C) などは世界中から集めて 保存し て い る微生物資源と権利の 保
護に つ い て は敏感, 迅速 に対応しました.
日本 にお い て は, 以下の 経緯 で微生物保存の 国家的整備が始まりました.
1990年 科学技術会哉に よ る ｢ 科学技術振興基盤の車備に園する基本方針+ に対する答申
1993年 日本学術会議か ら｢生物資源 レ ポジ トリ ー 及 び細胞 ･ DNA レ ポジトリ ー の 整備+ の要望
1996年 学術審議会か ら ｢学術研究用生物漣伝資源の 活用に つ い て+ の報告
1996年 科学技術基本計画に よる ｢知的基盤の 整備+ に関する閣議決定
1999年 経済協力開発機構 (O E C D) 東京ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ る ｢生物資源セ ン タ - へ の 公的支援+ の勧告
1999年 日本微生物資源学会 (JSC C) に よる ｢21世紀に 向けて の微生物カ ル チ ャ ー コ レ ク シ ョ ン の 基本的あ
り方に つ い て+ の 提言, こ れを受けてE]本学術金銭から ｢我が国における微生物 ･ 培養細胞カ ル チ ャ ー
コ レ ク シ ョ ン の 基本的あり方に関する提言 一 生物資源尊に関わる知的基盤整備をめざして -+ (2000
年3月)
1999年 5省庁に よる ｢バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 産業 の創造に向けた基本方針+ の 申し合わせと ｢同じく基本戦略+
の策定, こ れ に 基 づ き通産省が 中心 とな っ て , か ずさ ア カ デ ミ ア パ ー ク に生物資源保存供給施設
(B RC) の設置を決定.
かくして , 主 と して 産業微生物を中心とする B RC が2000年秋に着工 2002年4月 に業務を開始する 予定と
聞い て い ます.
学術面で は, こ れ に先行し て学術審議会か ら昭和61(1986) 年に ｢ 大学等における バ イ オサイ エ ン ス 研究の
推進に つ い て+ 建議がなされ, 1999, 2
■
000年 に こ の 建議の見直しと新たな提言がなされ, 多様性やゲ ノ ム の生
物学の 推進. 研究支援体制とし て生物遺伝資源セ ン タ ー の 整備が盛られました.
一 方, 感染症 は過去の疾患に な っ た と い う認識が 一 時 は支配的に なりましたが, 真菌症を始め とする日和見
感鞄症が先端医療の成否を左右するようになり, エ イ ズ, 結核, マ ラ リ ア な どの感染症の 養延が開発途上国に
更なる貧困をもたらすな ど, 感染症対策 は2 1世紀に持ち越された医学の 重要諌題の 一 つ と な っ て き ま し た.
2000年7月の 沖縄サ ミ ッ ト に お い て森 春闘総理大臣が開発途上国に対する援助の 一 環 と して感染症対策を表
明した こと は記憶 に新た で す. 政府 の こ の 方針を受けて2000年10月に学術審議会特定研究領域推進分科会に感
染症 ･ 免疫研究推進小委旦金が設置され, 同年12月 に ｢大学等に おける感染症 ･ 免疫研究の推進に つ い て+ の
答申が出されました .
平成9 (1997) 年3月の 真核微生物研究 セ ン タ ー の 時限終了に 向けて様 々 な改組案が提案さ れまし たが ,
1994, 5年当時は微生物保存を基盤とした案 は相手にされず, 1997年 4月其菌医学研究セ ン タ ー ヘ の 改組新改
に あた っ て は病原真菌 ･ 放線菌管理室 を学内措置で簸置で きた の が精い っ ぱ い でありました. しか しなが ら,
官給 セ ン タ ー 長 (当時)は改組後もね ばり強く微生物資源の保存の重要性を親善続仇 1999年3月の 任期満了
時に は, 磯野可 一 学長お よび事務局との間に真菌の遭伝子資源を活用 した研琴を目的とする新分野の概算要求
の コ ン セ ン サ ス が形成され ておりま した. バ イ オ サ イ エ ン ス の研究推進と これ に関連する知的基盤整備に 対す
る官民 あげて の関心の高まりと取り組み, および感染症研究推進 へ 向けて の政府の方針が, 分野新設の概算要
求 へ の力強い後押しとなりました. ま た, 病原微生物保存の 整備が国家的課題と して残 っ て い ると い う事実も
当セ ン タ ー 強化 の 1 一 因に な っ た こ と壮言うまで もありません .
平成13(2001) 年度の真菌医学研究セ ン タ ー の新分野概算要求に向けて1999年5月か ら本部経理部との打ち
合わせが始まり, 同年12月から2000年6月にか け て本部と8Ei], 文部省とは4回 (20 0年3月27E】, 5月8El,
5月25 EL 6月1 2El) 検討と交渉を重ね ま した..
要求分野の 名称は最初は遺伝子資源分野, 3月 に 遺伝子資源
開発分野, 6月 に真菌資源由発分野と変わり, 設置目的も溝伝子資源の収集保存と遺伝子解析から, 適伝子資
源を活用した真菌感染対策の研究 へ と シ フ ト しました. 人員要求は最初は教授純増, 助教授振替えが, 教授振
替え の みま で後退しましたが, 6月の鹿階で最初の案の可能性がで て きま した . そ の後も当セ ン ターの保存菌
株に つ い て追加資料を提出し, 設置日的からは消えましたが, 保存菌株の存在は強力な後押しに な っ て い ると
推察されました. 12月22 日に は内示があり, 長か っ た1年が終わりま した .
更に, こ の 概算要求に伴 っ 七平成12年度の 掃正予算で病原真菌逮伝子解析シ ム テ ム が購入され こと に なりま
した. 新分野に は大きな期待がかけられて います. 次 は, セ ン タ ー が新分野をもり立て て,p遺伝子資源の蓄積
とそれらの 研究に よ‾っ て 学術晩 社会的要請に答え る番です.
最後 に , 平成11年度に行われた外部評価の厳に , 評価委員会か らい ただ い た御提言, 遺伝子資源の充実とそ
れ ら の 開発研究の 推進 も忘れる ことが で きませ ん . 文部省の関係各位, 小川秀興順天堂大学長を委員長とす
る外部評価委員会, 千葉大学長を始めとする関係各位の細支援に心から御礼申し上げます.
平 成 13年 1月
千 葉大 学 真 菌医学 研 究 セ ン タ ー 長
西 村 和 子
